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 ドイツで先鞭をつけた FIT(固定価格買取り)制度は、日本でも 2012 年 7 月に導入されたが今年の 3

月末時点での累積導入実績は容量ベースで約 9GW、また累積の認定容量としては何と約 69GW と

報じられた。このように FIT 制度の導入により急速に PV が普及しつつあるものの、その実態は必ず

しも健全なものとは言い難い。特にコストの過当競争の中、PV システムとしての品質や維持管理が

蔑ろにされ、導入価格の訴求のみで市場に受け入れられていった面も一部にあったことは否定でき

ない。更には、ここにきて九州、東北、北海道、四国の電力４社が「再エネ発電設備に対する接続申

込みの回答保留」を発表した。 

 この急激な変化の中で、前者の急拡大した市場はあくまでも政策的に導入された FIT 制度という

「触媒」によるものと捉えるべきで、その上で「O&M」や「PV システムとしてのコスト低減」、更には「リ

ユース」等の重要性を再認識すると同時に、その実現に向けて更なる努力をしていくべきであると考

える。そして、後者からは、PV システムとしての普及だけに集中するのではなく、いよいよ蓄電システ

ムも取り入れた分散型のソリューションの開発とのその導入にも真剣に取り組んでいく必要があると

痛感している。 

 本セミナーでは、PV の可能性やメリットを様々な視点から解説すると同時に、その可能性を更に維

持発展させるための諸々の課題を取り上げて概説する。 

 最後に、上記の諸課題を克服するために弊社が実際に取り組んでいる具体的施策として品質改善

のアプローチや O&M の基本的な考え方とその具体的な事例の紹介、及び、弊社の特長でもあるリユ

ース事業の取り組みとその実態に関して簡単に紹介させて頂く。 

 

 

 
 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

名前 :  山口 二男/Futao Yamaguchi 

 1981年   ソニー㈱入社 

 8mmカメラシステム LSI開発リーダー 

 ソニーLSIデザイン㈱・取締役 

 イメージシステム事業本部・IS事業部・事業部長 

 ED営業本部・モジュールマーケッティング部門・部門長 

 ソニー台湾・ 総経理総経理総経理総経理 

 B2B本部・応用カメラ部・事業統括部長 

  PSG・VSS事業部・事業統括部長 

 などを歴任 

 2014年  ネストエナジー・アンド・リソース㈱入社、統括部長  




